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創薬･医療技術基盤プログラム

基礎研究から生まれたシーズを、製薬企業における創薬プロセ
スや、医療の現場で実際に活用される技術に最適化させるた
め、創薬及び医療技術のテーマ・プロジェクトとして推進。
具体的には、基礎研究で培われたすぐれたシーズを発掘し、理
研の各センターなどに設置された創薬基盤ユニットや外部ネット
ワークを活用して最適化を図り、最終的に企業や医療機関にア
ライアンスすることが目標。
※日本医療研究開発機構（AMED)「創薬支援ネットワーク」に構成機関として参画



■ 支援体制
創薬・医療技術基盤プログラムを中心に、ライフサイエンス系の各研究センターに置く創薬研究
基盤ユニットが連携して低分子モダリティに対して創薬支援を実施。テーマのステージ、進捗に
合わせて下記で示した創薬基盤ユニットの技術・設備を用いて技術支援を実施している。

研究センターに設置した創薬研究基盤ユニット群

理化学研究所 科学技術ハブ産連本部 創薬・医療技術基盤プログラム

テーマのステージ、進
捗に合わせて赤枠の基
盤を用いて技術支援を
実施。

創薬支援ネットワークにおける理研の創薬支援体制
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創薬・医療技術の研究開発を牽引する戦略チーム

研究推進を支える専門人材とマトリックスマネージメント

創薬・医療技術に必要な
広範な基盤技術にアクセス可能

臨床試験等への橋渡し段階
薬理試験、薬物動態などそれぞれを専門とする
臨床開発マネジャーや臨床研究・治験の規則
に精通した規制科学マネジャーが参画

テーマリーダー（研究者）
個々の創薬・医療技術テーマや
プロジェクトを推進

担当ポートフォリオマネジャー
（製薬企業での研究開発の経験のある
中堅の研究者）

「創薬・医療技術基盤プログラム運営委員会」

横断的なチーム
各創薬基盤のスタッフが協力し
て横断的なチームを構成

創薬や医療技術を実現

後藤俊男プログラムディレクター
（免疫抑制薬タクロリムスの発見・開発を主導した実績）

副プログラムディレクター
（医療ニーズや生命科学的な観点から研究開発を企画・評価を担当）

ツートップ体制で研究計画を立案
最適な計画と実行



創薬・医療技術テーマ、プロジェクトのアライアンス、提携、連携

企業や大学、外部研究機関との共同研究や
ライセンシング等のアライアンス部分を担当

事業開発室

リード最適化による企業や医療機関等への導出

出口の設定



研究推進を支える専門人材とマトリックスマネージメント



研究推進を支える専門人材とマトリックスマネージメント

• テーマリーダーが提案する研究計画の確認・
アドバイス

• 関連調査（先行技術・特許の調査）
• 研究費の支援やステージ確認



2019 年2 月 21 日現在

創薬・医療技術基盤プログラムにおけるプロジェクトの推進
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創薬・医療技術基盤プログラムにおけるテーマの支援
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